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中学校理科における放射線の指導についての研究
－放射線に関する授業の実践を通して－

冨 島 修 司

平成23年３月11日、東京電力福島第一原子力発電所の事故により、放射線や放射能、放射性物

質（以下「放射線等」とする）への関心や不安が全国各地で高まっている。このような状況の中、

平成24年度より完全実施される中学校学習指導要領の理科第一分野において約30年ぶりに放射線

が扱われる。現場の教員からは、放射線をどのように指導すべきかといった戸惑いや不安の声が

聞かれ、放射線の指導の在り方を探ることは、喫緊の課題であると考える。

そこで、文部科学省、福井県教育委員会、当教育研究所による放射線の指導に関する取組みを

まとめるとともに、県内中学校理科教員を対象にアンケート調査を行い、その結果を分析する。

さらに、放射線の指導計画や教材を提案し、放射線をどのように指導していくとよいのかを授業

実践を通して検証する。

<�����> 放射線、学習指導要領、霧箱、放射線測定器、放射線等に関する副読本

Ⅰ 主題設定の理由

学習指導要領の改訂に伴い、中学校学習指導要領の理科第一分野において放射線が取り扱われ、平成

23年度より先行実施されている。東日本大震災直後には、福島からの転校生に対して「放射線がうつる」

といった誤った認識によるいじめの事例が各地で報告されるなど、放射線等に関する指導や扱い方が重

要となっている。現場の教員からは、「放射線をどのように指導すべきか」といった戸惑いや不安の声

が聞かれ、放射線の指導の在り方を探ることは喫緊の課題であると考える。

文部科学省は、「東京電力株式会社福島第一原子力発電所の事故により、放射性物質が大量に発電所

の外に放出され（中略）このような特別の状況に国民一人一人が適切に対処していくためには、まず、

放射線等の基礎的な性質について理解を深めることが重要である」（文部科学省 2011）と述べ、放射線

等を学ぶことの意義や重要性を示している。

さらに福井県教育委員会は、「原発立地県として、生徒に正しい知識と多面的な考え方を身に付けさ

せることが大切である」と述べ、「中学校理科におけるエネルギー教育の指導資料（教師用）～放射線

を正しく指導するために～」（以下「県放射線指導資料」とする）を作成した。放射線の指導に当たっ

ては、「学習指導要領に基づくことは当然であるが、３月11日の福島第一原子力発電所の事故を受け、

現実に起こっている状況を注視しつつ、正確な事実認識に基づき授業に臨むことが肝要」（福井県教育

委員会 2011）との方針を示した。

そこで、放射線の指導に関する取組みをまとめるとともに、放射線の指導計画や教材を作成し、どの

ように指導していくとよいのかを実践を通して明らかにすることをねらいとして、本主題を設定した。

Ⅱ 研究の目標

県内の中学校理科教員にアンケートを行い、放射線の指導に関する意識、および各学校の備品の状況

を調査する。また、放射線の指導計画や教材を提案し、研究協力校において授業の実践を行う。この提

案による指導計画や教材は、生徒に放射線を正しく理解させる上で有効であったかを検証する。
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Ⅲ 研究の方法

１ 放射線の指導に向けての取組みについて

(1) 中学校学習指導要領における放射線の内容をまとめる

(2) アンケート調査の実施と分析

(3) 文部科学省、福井県教育委員会、当教育研究所の取組みをまとめる

２ 指導計画および教材の提案

(1) 指導計画の作成

(2) 教材の工夫

３ 授業の実践を通しての考察

(1) 研究協力校においての授業の実践と考察

(2) アンケート調査による生徒の変容の検証

Ⅳ 研究の内容と考察

１ 放射線の指導に向けての取組みについて

(1) 中学校学習指導要領における放射線の内容

放射線の指導に関しては、何をどこまで学習させるかを把握しておく必要がある。基本的には、学

習指導要領に則って指導を行い、放射線の基礎的な知識を身に付け、科学的な根拠を基に自分で考え

たり判断したりする力を育成することが大事であると考える。

新学習指導要領中学校理科第一分野の「放射線」に関わる事項は、次のように記載されている。

(7) 科学技術と人間（一部抜粋）

エネルギー資源の利用や科学技術の発展と人間生活とのかかわりについて認識を深め、自然

環境の保全と科学技術の利用の在り方について科学的に考察し判断する態度を養う。

ア エネルギー

(ｱ) 略

(ｲ) エネルギー資源

人間は、水力、火力、原子力などからエネルギーを得ていることを知るとともに、エネ

ルギーの有効な利用が大切であることを認識すること。

さらに内容の取り扱いについて以下のように記載された。

（内容の取扱い）

イ アの(ｲ)については、放射線の性質と利用にも触れること。

また、中学校学習指導要領解説 理科編においてはその取り扱いが次のように明記された。

(ｲ) エネルギー資源について

ここでは、人間が水力、火力、原子力など多様な方法でエネルギーを得ていることをエネルギ

ー資源の特性と関連させながら理解させるとともに、エネルギーを有効、安全に利用することの

重要性を認識させることがねらいである。

日常生活や社会で利用している石油や天然ガス、太陽光など、エネルギー資源の種類や入手方

法、水力、火力、原子力、太陽光などによる発電の仕組みやそれぞれの特徴について理解させる。

その際、原子力発電ではウランなどの核燃料からエネルギーを取り出していること、核燃料は放

射線を出していることや放射線は自然界にも存在すること、放射線は透過性などをもち、医療や

製造業などで利用されていることなどにも触れる。（後略） ※下線筆者
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これらのことを踏まえて、放射線に関しては次の３点をおさえることが大事であると考える。

・放射線とは何か。どのようなものがあるか。

・放射線にはどのような性質があるのか。

・放射線をどのように利用しているか。

(2) アンケート調査の実施と分析

アンケートにより県内中学校理科教員の放射線に関

する意識調査を行った。

① 調査対象

福井県内の中学校理科教員から抽出し、アンケート

を依頼した。その結果、県内中学校81校のうち35校、

76名の教員より回答が得られた。

② 調査内容

放射線の指導に関しての意識、および各学校の備品

の有無について調査を行う。

③ 結果と分析

「放射線の指導に不安はあるか」を質問し

たところ、73％の教員が「不安がある」、また

は「少し不安がある」と回答している（図１）。

「不安に感じる」と回答した理由は、「初め

て指導する内容だから」「放射線をよく理解し

ていないから」が最も多く、次いで「福島第

一原子力発電所の事故と関連があるから」「霧

箱などの実験器具がないから」という回答が

多かった（図２）。教員自身が放射線をよく理

解していないことが放射線の指導に対する不

安の原因であることがわかる。

次に、「放射線等に関する研修会に参加したことが

あるか」を質問したところ、「ある」が56％、「ない」

が44％であった（図３）。放射線に関する研修会は、

福井県教育委員会、当教育研究所、各地区の研究会、

大学等で積極的に開催されていることから過半数を超

える教員が研修を受けている。なお、研修を受けてい

ないと回答した教員の約８割が放射線の指導に「不安

がある」「少し不安がある」と回答している。放射線

の指導に当たり、まずは教員自身が放射線を正しく理

解することが大切であると考えられる。

(3) 放射線の指導に向けて、文部科学省、福井県教育委員会、当教育研究所の取組み

① 放射線等に関する副読本について

文部科学省は、平成23年10月14日に小学校・中学校・高等学校における放射線等に関する指導の一

助とするために、図４のような放射線等に関する副読本（以下「放射線副読本」とする）を配布した。

図１ 放射線の指導に不安はあるか

（ｎ＝76）

図２ 放射線の指導を不安に感じる理由

（ｎ＝76 複数回答可）

図３ 放射線に関する研修会

への参加の有無（ｎ＝76）

（人）
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この作成に当たり文部科学省は、「国民一人一人が放射線等

についての理解を深めることが社会生活上重要であり、小学

校・中学校・高等学校の段階から、子どもたちの発達に応じ、

放射線等について学び、自ら考え、判断する力を育成するこ

とが大切である」（文部科学省 2011）と述べている。

放射線副読本は、小・中・高校向けに次の３種類があり、

それぞれに教師向け解説編がある。これらは、文部科学省の

ホームページよりダウンロードすることができる。

小学生向け「放射線について考えてみよう」

中学生向け「知ることから始めよう 放射線のいろいろ」

高校生向け「知っておきたい放射線のこと」

② 県放射線指導資料について

福井県教育委員会は平成23年10月17日、すべての教員が放

射線に関する共通理解を図り、指導に当たるための資料とし

て「中学校理科におけるエネルギー教育の指導資料（教師用）

～放射線を正しく指導するために～」（図５）を作成し、県内

のすべての中学校理科教員および、全小学校に配布した。

この資料は、放射線の基礎的な知識の他に、放射線副読本

には記載がなかった福島第一原子力発電所の事故経過につい

ての資料が別紙で添付されている。さらに、福井県のエネル

ギーの歴史や発電電力量など、福井県独自の資料が記載され

ている。

福井県教育委員会は、「すぐに授業で活用できる資料を目指

した。原発立地県として事故に目を背けず、しっかりと授業

を進めてほしい」と述べ、放射線の指導を重視するように呼

びかけている。その際の指導のポイントは、学習指導要領に

基づいて次の三つの点に留意することとしている。

１ 放射線の性質や利用・影響などについて正しく理解させること。

２ 生徒にしっかりと考えさせること。

３ 福井県のエネルギー事情について、現状を正しく理解させること。

なお、資料の配布に当たっては放射線に関する研修会

を開催し、約90名の教員（県内全中学校より各１名）、

および市町の指導主事が参加して、資料の解説や活用方

法、霧箱の実習等が行われた。

アンケート調査において「この県放射線指導資料は今

後の指導の参考になるか」を質問したところ、90％の教

員は「参考になる」、または「まあまあ参考になる」と

回答している（図６）。その理由は、次のとおりである。

図４ 放射線副読本

図５ 県放射線指導資料

図６ 県放射線指導資料は

参考になるか（ｎ＝76）
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・基礎的なことがわかりやすく丁寧に書かれていたため、知識を増やすことができたから。

・原発立地県の住民として原発の是非以前に、正しい放射線の知識を身に付けておくべきだから。

・授業展開例や福井県の現状などについてまとめてあり、参考になると感じたから。

・県の取組みについて説明ができ、指針として学習を進めていくことができるから。

一方で10％の教員は、「あまり参考にならない」、または「その他（まだ読んでいない）」と回答し

ている。その理由は、次のとおりである。

・教師用資料のみでなく、生徒用資料が人数分あるとよいから。

・すでに多くの研修会で参考資料を集めているから。

・授業に直接活用するのは難しく、一般的な内容であるため。

・知識としては参考になるが、指導の手立てや方法としての資料としては参考にならないから。

このことから県放射線指導資料を活用するには、さらに具体的な指導の手立てや方法を提示する必

要がある。また資料は教員に１部のみの配布であるため、授業に活用するには拡大して提示するなど

の工夫が必要であると考える。

③ 放射線に関する研修講座の実施

当教育研究所では、エネルギーに関する講座を継続して行っ

ている。特に平成22年度、平成23年度は、２年続けて「放射線」

をテーマに研修講座を開講している。以下は、それぞれの講座

の内容と受講者の感想をまとめたものである。

ア 平成22年度 めざせ！できる中学理科（１分野）

－「放射線の性質と利用」のポイントと授業づくり－

日時 平成22年9月28日 13:30～16:30

会場 福井県立病院陽子線がん治療センター

目標 新学習指導要領で追加された「放射線の性質と利用」に関する専門的な知識を習得する。

内容 放射線に関する基礎的な知識を習得すること、および福井県立病院陽子線がん治療センターの

見学を行い、放射線の利用における具体的な事例について研修を行った（図７）。

受講者数 29名（定員20名）

<受講者の感想>

・はかるくんを使ったおもしろい教材活用の方法を教えていただいた。

・がん治療センターの見学は、放射線がどのように役立つのかの具体例を話すことができる。

・放射線の測定の実習が興味深かった。また、線源の紹介がありがたかった。

・放射線と放射能の違いやその利用法など、これまであいまいだった部分を理解することができた。

イ 平成23年度 理科におけるエネルギー教育

－放射線の産業利用における企業の取り組み－

日時 平成23年10月18日 13:30～16:30

会場 関西電子ビーム株式会社（美浜町）

目標 放射線の性質について実習などによる指導法の向上を図る

とともに、産業への利用とその現状について理解する。

内容 放射線の性質と利用について学び、授業で活用できる教材

として霧箱の製作を行った。また、放射線の産業利用につい

て学び、電子線照射施設（関西電子ビーム株式会社）の見学

を行った（図８）。

図７ 施設の見学のようす

（陽子線がん治療センター）

図８ 施設の見学のようす

（電子線照射施設）
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受講者数 13名（定員10名）

<受講者の感想>

・放射線の正しい知識を学べた。放射線の分野について具体的に教えることができると感じた。

・実習で霧箱の製作のポイント等を教えていただけてよかった。霧箱は学校の現場で使いたい。

・施設の見学ができてよかった。

なお、講座の受講率は平成22年度が145％、平成23年度が130％であった。どちらの講座も受講率が

高く、放射線を学びたいという教員の要望が高いことがわかる。

２ 指導計画および教材の提案

(1) 指導計画の作成

県放射線指導資料には、３時間の放射線の授業の展開例が示してある。この展開例を基に指導計画

（３時間配当）の作成を行った。また、理解を深めるための教材として、プレゼンテーションソフト

を活用した資料を作成した。

３時間を通した指導のねらいは、学習指導要領に基づき、放射線の性質や利用・影響について正し

く理解させることである。放射線を何も知らないで怖がるのではなく、放射線の性質等を理解した上

で、放射線を正しく怖がることが大切であると考える。そのために放射線の性質を正しく知ることが

重要である。

なお、放射線の授業は重要な語句や知識が多く、その伝達のみで学習が進みがちである。できるだ

け実験や実習を取り入れた授業づくりを心がけた。また、県放射線指導資料の指導ポイント「２ 生

徒にしっかりと考えさせること」を受け、第３時には言語活動を取り入れ、生徒自身が考える場面を

設定した。さらに「３ 福井県のエネルギー事情について、現状を正しく理解させること」を受け、

県内の放射線を利用した施設や企業（陽子線がん治療センター、電子線照射施設）を紹介した。図９

は３時間の放射線の授業の主な学習内容を示したものである。

図９ 主な学習内容
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以下は、３時間の指導計画をまとめたものである。

学習活動 留意点・支援

第 ◎放射線を正しく知ろう。

１ ○「放射線」という言葉か ・この学習の目的が、放射線を肯定した

時 ら連想するものをワーク り、否定したりすることではないこと

シートに記入する。 を確認する。

○連想したキーワードを班 ・放射線について、知っていることを自

で発表する。 由に述べさせる。

○「放射線」と「放射能」の違いについて理解する。 ・プレゼンテーション資料を活用する。

霧箱を使って、放射線の飛跡を見てみよう

○霧箱の原理、使い方の説明を聞く。 ・飛行機雲の原理とあわせて説明する。

○放射線の飛跡を観察する。 ・各班１台ずつ霧箱を用意する。

・ドライアイスを触るときは必ず軍手を

つけさせる。

○大型の霧箱を使っての ・飛跡がよく見えない班を支援する。

演示実験を行う。

○放射線の種類と放射能 ・大型霧箱は書画カメラを使って拡大し

の単位の説明を聞く。 て提示する。

○透過性、半減期の説明を聞き、放射線の特徴を理解

する。

○本時のまとめ、感想を書く。

第 ◎身の回りの放射線を測ってみよう。 ・プレゼンテーション資料を活用する。

２ 放射線を測定しよう

時 ○簡易放射線測定器の使い方の説明を聞く。 ・身の回りには、自然放射線が存在し、

・花壇、石碑、グラウン 場所や物体によって放射線量が違うこ

ドの土、食塩、リン酸 とに気付かせる。

加里肥料、マントルな ・目に見えない放射線もその量を測るこ

どの放射線量を測定す とができることを理解させる。

る。

○測定結果をホワイトボードにまとめ、考察する。

○測定した線量を年間の

線量に換算する。

○身の回りの放射線、自

然放射線の説明を聞く。 ・放射線は感染しないことや、放射線に

よる人体への影響は、受ける量によっ

○放射線の人体への影響について理解する。 て違うことに気付かせる。
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・「外部被ばく」と「内部被ばく」について知る。 ・被ばくについては、不安をあおらない

・放射線から身を守る方法について学ぶ。 ようにする。

○本時のまとめ、感想を書く。

第 ◎放射線の利用について考える。 ・放射線が日常生活や社会で活用され、

３ 放射線の利用について考えよう 重要な役割を果たしていることに気付

時 ○放射線を利用した消臭試験セットを用いた実験を行 かせる。

う。

○放射線の利用について説 ・いろいろな分野で放射線が利用されて

明を聞く。 いることを理解できるようにする。

・医療利用（レントゲン、

CTスキャン、がん治療） ・放射線を利用した福井県内の施設や企

・工業利用（タイヤ、プラスチック） 業を紹介する。

・農業利用（品種改良、発芽）

・自然・人文科学（年代測定、Ｘ線検査）

○話し合い活動を行う。 ・個々の生徒が、根拠を基に自分の意見

・放射線のイメージを再度、 や考えを言えるように支援する。

ワークシートに書く。

・その言葉が、放射線のプ

ラス面なら青色、マイナ

ス面なら赤色、どちらと

もいえない場合は黄色の付箋紙に書く。 ・なぜ、プラス面、またはマイナス面と

・班ごとに、記入した付箋紙をなかま分けしながら、 考えたのかその理由を説明させる。

ワークシート「分析ギョッ」に貼り付ける。

○分析ギョッを見ながら、放射線と自分の関わり方に ・自分と放射線との関わりについて自分

ついてまとめ、放射線について正しく理解する。 の考えを書くようにさせる。

○本時のまとめ、感想を書く。

(2) 教材の工夫

放射線の授業で扱う教材の工夫と各学校の放射線に関する備品につ

いての調査結果をまとめる。

① 霧箱について

「学校に霧箱があるか」を調査したところ、「ある」と回答した学

校が33％、「購入予定である」と回答した学校が14％であった（図10）。

「ある」と回答した学校にその台数を聞くと１台のみという回答が多

かった。簡易霧箱はプラスチックのシャーレ、すき間テープ、食品ト

レイ等を利用して簡単に製作することができる。また、100円ショッ

プなどで購入した透明のプラスチック容器を利用しても製作すること

ができ、このような容器を用いた場合でも飛跡を十分に確認すること

ができた。

なお、今回の授業においては、図11の霧箱を８セット用意し、各班

ごとに観察を行った。

図10 霧箱があるか

（ｎ＝35）

図11 霧箱
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② 放射線測定器について

「学校に放射線測定器があるか」を調査したところ、「ある」と

回答した学校が29％、「購入予定である」と回答した学校が21％で

あった（図12）。１台の値段が高額であるため、各学校において班

の台数分を揃えることは難しいと考えられるが、放射線測定器は、

下記のような機関において貸し出しを行っている。

日本科学技術振興財団

簡易放射線測定器「はかるくん」の無料貸し出し

“はかるくんWeb”（http://hakarukun.go.jp/）

なお、当教育研究所においても図13のようなデジタル放射線測

定器（ＲＡＤＥＸ）を８台購入した。今回の授業は、このデジタ

ル放射線測定器を使って、学校のまわりや試料の放射線量の測定

を行った。

③ 放射線源について

放射線源として容易に手に入れることができるのは、マントル（ラ

ンタンの芯）、花崗岩、加里肥料などである。霧箱の中に入れる線

源として今回はマントルを用いたが、近年酸化トリウムを含まない

マントルが増えてきているので、購入の際には注意が必要である。

また、霧箱に入れる線源は、長いゴム風船をよく擦ってコンクリ

ートの壁に付けておき、空気中のちりやほこりを集めるという方法

もある。ちりやほこりには空気中のラドンの壊変生成物が付着して

おり、その風船を霧箱に入れることで放射線の飛跡が観察できる。

空気中のちりやほこりを使っていることから、より身近に放射線の

存在を感じることができると考えられる。

④ その他の教材について

今回の授業で次の二つの教材を活用して授業を行った。

ア 放射線を利用した消臭試験セット

放射線の利用の具体例として「放射線を利用した消臭試験セット

（株式会社 環境浄化研究所）」を用いた（図15）。これは、活性炭

（比較用一般消臭剤）と放射線を利用して作った消臭剤がアンモニ

アのにおいをどのくらい消すかを比較する実験セットである（詳細

については(株)環境浄化研究所ホームページ参照）。それぞれの消

臭剤とアンモニアを容器に入れてよく振り、その後においを確認す

る。活性炭の方はアンモニアのにおいが残っているのに対して、放

射線を利用して作った消臭剤の方からはにおいが全く感じられなく

なる。

イ プレゼンテーション資料の作成

教科書や補助教材の図版を補うために県放射線指導資料を基にした、授業で活用できるプレゼンテ

ーション資料を作成した（図16）。県放射線指導資料は教員に１部しか配布していないため、この資料

を活用することでより効率よく指導することができる。スライドにはクイズ等も入れ、生徒に考えさ

せながら授業を進めることができる。

図13 放射線測定器

図15 消臭試験セット

図14 放射線源の例

図12 放射線測定器が

あるか（ｎ＝35）
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今回の調査において、各学校に霧箱、放射線測定器が十分に揃っている状況でないことがわかった。

このため当教育研究所では、霧箱、デジタル放射線測定器を各８セットずつ用意し、貸し出しを行う

ことができるようにした。

３ 授業の実践を通しての考察

(1) 研究協力校においての授業の実践と考察

対象 坂井市立春江中学校 ３年生

授業日 平成23年12月14日～16日（各１時間の計３時間）

授業前の生徒のレディネスを調査した。「放射線の学習に

関心があるか」という質問に対して、74％の生徒が「ある」、

または「少しある」と答えている（図17）。このことから生

徒は放射線の学習に対して関心が高いことがわかる。

① 第１時について

放射線という言葉から連想する言葉や文章を図18のワー

クシート１に記入し、放射線のイメージを班で話し合った。

次に、プレゼンテーション資料を活用し「放射線」と「放

射能」の違いなどを学習した。その後、霧箱を用いて放射

線の飛跡を観察した。この観察は、放射線を目で見て確認

することができ、放射線を実感する上で効果的であった。

また、大型霧箱を書画カメラでスクリーンに投影したこと

は、自然放射線を実感する上で効果的であった。

<第１時を終えての生徒の感想>

・放射線という言葉はよく聞くけど、詳しくは知らなかったので、今日初めて知ったこともあり、

びっくりしました。放射線の飛跡も見ることができて感動しました。

・ニュースで聞いていた時はあいまいなことが多くてよく分からなかったけど、放射線などの違

いが分かった。

図16 プレゼンテーション資料の例（一部を抜粋）

図18 ワークシート１

図17 放射線の学習に関心

があるか（ｎ＝27）
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② 第２時について

放射線測定器を用いて、身近な放射線の測定

を行った。校門（花崗岩）および花壇などの放

射線量を測定し、図19のワークシート２に記録

した。放射線測定器で測ることで、μSｖ／ｈと

いった単位に着目させることができた。また、

測定した値を年間の線量に換算することで、実

験結果とワークシート３（図20）を関係付ける

活動を行った。しかし、移動などに時間がかか

り、結果の考察を行う時間が十分確保できなか

った。今後は、測定時間や班の役割分担などを

工夫し効率よく測定していく必要がある。

<第２時を終えての生徒の感想>

・いろいろなものから放射線が出ていてびっく

りした。

・意外に自分の身の回りに放射線があるという

ことが分かりました。大地からも放射線がで

ていることが分かりました。

・マントルを測ったとき、測定器の音がなった

のでとてもびっくりしました。私が思ってい

たよりも多くの放射線が出ていたことが分か

った。

③ 第３時について

授業の前半は、プレゼンテーション資料を使

って、放射線の人体への影響および放射線の利

用について学習した。放射線の人体への影響で

は、受ける量をできるだけ少なくすることが大

切であることを伝えた。放射線の利用では、具

体物を用意し、身近なところで利用されている

ことを実感できるようにした。「放射線を利用し

た消臭試験セット」を用いた実験では、放射線

を利用して作った消臭剤の方はアンモニアのに

おいが全くしなくなったことに驚いた様子であ

った。

授業の後半は、班での話合い活動を行った。

まず、第１時と同じワークシート１（図18）を

用いて、再度放射線から連想するものを記入し

た。次に、図21のとおり、記入した言葉が放射

線のプラス面なら青色の付箋紙に、マイナス面

なら赤色の付箋紙に、どちらともいえない場合

は黄色の付箋紙に、１枚に一つずつ書き写した。

その際は放射線副読本を各班に１冊ずつ用意し、学習したこと以外も調べて記入できるようにした。

図22 生徒がまとめたもの

図20 ワークシート３

図21 プレゼン資料（作業の指示）のスライド

図19 ワークシート２
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付箋紙は、図22のワークシート「分析ギョッ」に班でなかま分けをしながら貼りつけ、それぞれ共通

する項目にタイトルをつけた。

この活動において、「原子力発電所」という同じ言葉を連想していても、青色の付箋紙に記入する

生徒と赤色の付箋紙に記入する生徒がいた。なぜ、プラス面またはマイナス面と考えたのかその理由

を話し合わせることでより考えを深めることができた。また「細胞のDNAを壊す」という性質は、マ

イナス面の「細胞を破壊してがんになる」とプラス面の「がん細胞を破壊する」のどちらにも関連し

ていることを、図にまとめることで気付くことができた。

「分析ギョッ」を用いた話合い活動は、連想した言葉を付箋紙に書き込むことで、スムーズに活動

に入ることができた。また、図にまとめることは、放射線の性質がプラス面とマイナス面の両面に関

わっていることを理解する上で有効であったと考えられる。また、プラス面あるいはマイナス面と考

えた理由を話し合うことで、他人の意見と自分の意見を比較したり、統合したりすることができ、放

射線を科学的に考え、判断できる力を養うことに有効であったと考えられる。

<第３時を終えての生徒の感想>

・放射線は危ないものだと思っていたけど、いい面もあることが分かりました。

・見方によって長所と短所があると思いました。ちゃんと放射線のことを学び、理解していかなけ

ればならないと思います。怖いし危険なものだけど放射線をしっかり知りたいです。

(2) アンケート調査による生徒の変容の検証

第１時と第３時に記入したワ

ークシート１を集計して、図23

のように生徒の放射線に対する

イメージの変容を分析した。

第３時では、第１時に見られ

なかった「放射性物質」「ベク

レル」「シーベルト」といった

科学的な用語が増加していた。

さらに、「種類によって通りぬ

けるものが違う」「たくさん受

けると病気になったり、死亡し

たりすることがある」「食物や

宇宙、大気にも放射線はある」

など文章で表現したものが多く

見られた。また、第１時で見ら

れた「すごいやばい」などの抽

象的な表現は減少していた。第

１時では、５人の生徒が無答で

あったが、第３時は、一つも書

くことができなかった生徒はい

なかった。

なお、言葉または文章の個数

の合計は、第１時が101個であ

ったのに対し、第３時では214

個と倍増した。 図23 第１時と第３時の放射線のイメージ
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次に、３時間の授業の前後で同じ質問を行

い、生徒の意識の変容を分析した。

まず、「私たちの身のまわりに放射線はあ

るか」について質問をした（図24）。授業前

は、17人の生徒が「身の回りに放射線がある」

と回答しているのに対して、授業後は27人が

あると回答し、身近に自然放射線が存在して

いることを全員が理解できていた。

次に、「放射線は人にうつることがあるか」

について質問をした（図25）。授業前は19人

の生徒が「放射線は人にうつらない」と考え

ることができたが、授業後は24人と増え、人

から人へ放射線は感染しないことを理解でき

た生徒が増えた。

「放射線と放射能の違いを説明することが

できるか」についても質問をした（図26）。

授業前は「できる」と答えた生徒が２名であ

ったのに対して、授業後は22人が「できる」

と回答している。さらに、「放射線について

新しい発見や知識を得ることができたか」と

いう質問に対しては96％の生徒が「あった」

「まあまああった」と回答している（図27）。

今回の授業を通して、放射線に対して新しい

知識を得ることができたと感じている生徒が

非常に多かった。

図28は、３時間の授業を終えての生徒の感

想である。放射線について正しく知ることが

大事であるという感想が多くみられた。

図24 放射線は身のまわりにあるか

（ｎ＝27）

図26 放射線と放射能の違いを説明できるか

（ｎ＝27）

図25 放射線は人にうつることがあるか

（ｎ＝27）

図28 生徒の感想（３時間の授業を終えて）

図27 放射線について新しい

発見や知識を得たか（ｎ＝27）
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Ⅴ 研究のまとめ

１ 研究の成果

(1) アンケート調査から

放射線の指導に対して「不安がある」と感じている教員が多いこと、および、各学校において霧箱、

放射線測定器の整備状況は十分でないことが明らかになった。

(2) 指導計画および教材の提案から

① 県放射線指導資料を基に、放射線に関して３時間の指導計画を具体的に提案することができた。

② プレゼンテーション資料を作成することにより、授業の効率化を図ることができた。

③ 「放射線を利用した消臭試験セット」を活用することは、放射線の利用の具体例として実感させる

ことに効果的であった。

(3) 授業の実践を通しての考察から

① 「分析ギョッ」を用いての話合い活動は、放射線を科学的に考え、判断できる力を養うことに有効

であった。

② 放射線の指導計画は、放射線を生徒に理解させる上で有効であった。

２ 今後の課題

(1) 放射線の指導計画の内容をさらに吟味し、限られた時間で放射線をより正しく理解できるように実

践を増やして検証を進めていく。

(2) 理解を深めるための教材として、プレゼンテーション資料やワークシートの改善を図っていく。

３ おわりに

最後に、本研究の授業実践に当たり、研究協力員として坂井市立春江中学校の木谷康博先生には多大

な御協力をいただきましたこと、厚くお礼申しあげます。また、放射線に関するアンケート調査に協力

してくださった皆様すべてに、心より感謝申し上げます。

なお、県教育研究所では今回の授業で用いた放射線測定器および簡易霧箱をそれぞれ８セット用意し、

貸し出しをしていますので、多くの先生方に利用していただけると幸いです。
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